
導入

初期段階

ターゲットMAC値0.8～1に到達した後

*対象患者年齢生後6ヶ月以上。 すべての値は、臨床に向けてテストしたものですが、それぞれのケースでは、 
  患者ごとの応答、使用機器の性能特性、術式要件に応じて調整する必要があります。  

キャリアガスを使用した  
極低流量麻酔の概略手順*
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酸素：

1L/min、 1～8分間、
100%

酸素：

1L/min、
40%

空気：

3L/
min

フレッシュ 
ガスフロー：

4L/min

フレッシュ
ガスフロー：

4.4L/min

酸素：

1.4L/min、
32%

亜酸化
窒素：

3L/
min

酸素：

100% 、 0.25～0.35L/min
注記： 麻酔薬濃度の変化

酸素：

0.3L/min、
68%

空気：

0.2
L/min

フレッシュ
ガスフロー：

0.5L/min

フレッシュ
ガスフロー：

0.5L/min

酸素：

0.3L/min、
60%

亜酸化
窒素：

0.2L/min

60～80% 35～40% 30～40%

O2

フレッシュガスフローの設定

吸気酸素濃度の安定化 (VOL%)：

気化器の設定 (VOL%)：

フレッシュガスフローを減少：

気化器設定を増加(VOL%)：

フェイスマスクを
使用し、100%酸素
6L/minで1～3分
間事前酸素化

静脈麻酔もしく
は吸入麻酔に

よる導入

鎮痛と筋弛緩
 (注記： 酸素および酸素/

空気混合の場合、導入
オピオイドの20%

増量投与が必要な
場合があります)

気管挿管または
口腔咽頭

チューブの挿入

患者を回路に
接続

酸素 酸素/
空気混合

酸素/
亜酸化窒素O2 O2

NNO

DESSEVOISO

5～6% 12%5～6%

DESSEVOISO

2.5% 6%3.5%

DESSEVOISO

1～1.5% 4～6%2～2.5%

DESSEVOISO
該当
せず

該当
せず

該当
せず

DESSEVOISO
5% 8%5%

DESSEVOISO
2.5% 5～7.5%3～3.5%

空気O2 N2O

空気O2 N2O

Desflurane

Sevoflurane
Isoflurane

セボフルラン

デスフルラン

イソフルラン

キャリアガス

O2 空気 N2O

O2 空気 N2O


